
令和７年度
秋田県公立学校
教員募集

５月２７日（月）１７時まで ５月２７日（月）【消印有効】　電子申請 郵　　送

実施要項発表

第一次選考試験

第二次選考試験

出　願　期　間

令和６年５月９日（木）

令和６年７月１３日（土）～７月１４日（日）

令和６年８月３１日（土）～９月２日（月）

令和６年５月１０日（金）～５月２７日（月）
秋田県教育委員会

秋田県公式サイト
「美の国あきたネット」

令和7年度採用選考
主な特別選考や優遇制度

＜特別休暇の主な種類＞
ボランティア、結婚、出産、つわり、配偶者出産、
配偶者の出産に係る子の養育、保育、家族看護等、
短期の介護、服忌、夏季、祭日等、リフレッシュ等

初任給には、給料月額＋教職調整額＋教員特別手当を含
んでいます。
※通勤手当、扶養手当、住居手当等がそれぞれの条件に応じて
支給されます。
※６月及び12月に期末・勤勉手当が支給されます。

※募集の条件など、詳細については、実施要項でご確認くだ
さい。なお、実施要項・志願書は、「秋田県教育委員会ホ
ームページ」からダウンロードできます。

　障害の種類や程度に応じた配慮や、一次選考試験の免除、
一次選考試験の書類審査など、条件に応じて特別な選考を行
います。

＜秋田県情報公開窓口＞
　秋田県庁１階正面玄関フロア側の広報広聴課に
おいて、教員採用試験問題（過去２年分）を公開
しています。
　なお、コピー（有料）をすることも可能ですの
で、ご利用ください。

◆医療費の補助
・病気や負傷で療養したとき
・療養のため入院したとき

◆給付金（祝い・見舞い）・補助金
・結婚・出産・入学・卒業・介護
・病気や負傷による無給休職・非常災害時 等

◆貸付
・教育・災害・医療・結婚・出産
・住宅・生活・奨学・自動車 等

◆人間ドック等への補助
◆施設利用補助
・スポーツ施設 ・文化施設

◆生涯生活設計支援事業・健康づくり事業
◆宿泊・保養施設利用補助 等

秋田県庁広報広聴課
018－860－4092初任給（新卒の場合） R5実績

小・中学校

修士課程修了

大学卒

短大卒

259,892円

239,096円

217,876円

259,892円

239,096円

214,533円

高等学校
特別支援学校

休暇等 年次休暇、病気休暇、特別休暇、
介護休暇及び介護時間、育児休業等

©2015秋田んだッチ

お問い合わせ
はこちらまで

待　　遇

休　暇　等

福利・厚生

過去の選考問題

1 特別選考

　経験に応じて一部の試験を免除するなどの優遇措置がありま
す。また、免許状等の取得状況に応じた加点制度もあります。

2 優遇制度

●障害者特別選考
●教職大学院特別選考
●大学推薦特別選考（小学校・養護教諭）
●言語聴覚士有資格者特別選考
●社会人等特別選考
　【新設】小・中学校教諭等〔外国語（英語）〕
　【継続】高等学校教諭等〔工業・地理歴史〕

●他県教諭等優遇
●教職経験者優遇
●講師優遇
●加点による優遇
　　特別支援学校教諭等普通免許状
　　社会教育主事
　　司書教諭　　　等 ©2015秋田んだッチ

問い合わせ先

秋田県教育庁
義 務 教 育 課 ℡018-860-5145
高 校 教 育 課 ℡018-860-5164
特別支援教育課 ℡018-860-5133

〒010-8580
秋田県秋田市山王三丁目１番１号



人間愛の大切さの体得
開かれた心の育成

かん

生き抜くたくましさの育成
働くことの喜びの体得と意義の理解

自ら学ぶ意欲と態度の育成
児童生徒の個性と能力の伸長

幅広い識見と教育愛の涵養
社会の変化に即応した研修の充実

Ⅰ 思いやりの心を育てる
Ⅱ 心と体を鍛える
Ⅲ 基礎学力の向上を図る
Ⅳ 教師の力量を高める

1 教育者としての強い使命感と高い倫理観を身に付けている
2 協調性と豊かなコミュニケーション能力を有している
3 教育的愛情にあふれ、児童生徒の心身の状況を踏まえ、受容的・
　 共感的に理解ができる
4 個性豊かでたくましく、常に学び続ける探究力を有している
5 教科等に関する深い専門的知識と広く豊かな教養を身に付けている

これらを
基盤とした

実践的指導力を
有する人

志願種別・教科（科目）

国　　語
社　　会
数　　学
理　　科
音　　楽
美　　術
保健体育
技　　術
家　　庭
英　　語
計

中・高等部

高等部

国　　語
社　　会
数　　学
理　　科
音　　楽
美　　術
保健体育
技　　術
家　　庭
英　　語
情　　報
福　　祉

小学部

計
高等部実習助手
寄宿舎指導員

国　　語
地理歴史
公　　民
数　　学
理　　科
音　　楽
保健体育
家　　庭
英　　語
情　　報
農　　業
工　　業
商　　業
水　　産
計

実習助手（工業）

特別支援
学校 高等学校

127
※＜20＞

20
44
47
12
6
3
44
2
3
25
206
60
－

小学校
小学校（併願）

養護教諭
栄養教諭

89
4
9
7
12
6
4
3
11
1
3
8
64
8
－

1.4
－
2.2
6.3
3.9
2.0
1.5
1.0
4.0
2.0
1.0
3.1
3.2
7.5
－

28
2
7
2
2
0
0
7
0
3
2
2
0
55
5
7

14
1
1
2
0
0
0
3
0
2
0
1
0
24
0
1

2.0
2.0
7.0
1.0
－
－
－
2.3
－
1.5
－
2.0
－
2.3
－
7.0

16
19
7
18
24
5
43
4
10
3
13
2
11
0

175
4

3
2
1
2
3
1
3
1
3
1
2
2
1
0
25
1

5.3
9.5
7.0
9.0
8.0
5.0
14.3
4.0
3.3
3.0
6.5
1.0
11.0
－
7.0
4.0

中学校

受験者数 合格者数 最終倍率 志願種別・教科（科目） 志願種別・教科（科目）受験者数 合格者数 最終倍率 受験者数 合格者数 最終倍率

令和6年
５月10日（金）

５月10日（金）
～５月２7日（月）

７月１3日（土）
～７月１4日（日）

８月7日（水）
　１３時００分

8月3１日（土）
～９月2日（月）

9月30日（月）
　１３時００分

実施要項配布 出願期間 第一次選考 一次合格発表 第二次選考 二次合格発表

ステップ１ ステップ2 ステップ3 ステップ4
自分の考えをもつ ペア・グループ・学級

で話し合う
学習内容や方法
を振り返る

自分で課題を考え、解決
の見通しをもつことによ
り、児童生徒の主体的な
学習を促す。

自分の考えをしっかりと
もたせ、思考を広げたり
深めたりする話合い活動
につなげる。

学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考
えを深めたり、広げたりすることができている。 
（児童生徒質問紙回答）

協働的な学び合いによ
り、個人の考えを深めた
り広げたりして、思考力
や表現力を高める。

板書やノートを使って振
り返る活動により、学習
内容や学習方法の確実な
定着を図る。

　日々子どもたちから教わることが多く、様々
なことに気付かされます。学校には子どもた
ちの「めんこい」があふれています。一緒に子
どもたちの「できた！」を育んでみませんか？

豊嶋　桐夏 教諭

※小学校(併願)の<人数>は中学校教諭等の受験者数に含まれる。

秋田県の学校教育が目指すもの こんな先生に来てほしい！ 秋田県が求める教師像

令和６年度 教員採用候補者選考試験実施状況

秋田の魅力

豊かな人間性を育む学校教育

児童生徒が学びの成果を実感できる授業づくりと
学び続ける教員を支える研修環境

◆出願から合格発表までのスケジュール

学習の見通しをもつ

小学校
（秋田）

小学校
（全国）

中学校
（秋田）

中学校
（全国）

0 20 40
■よくしている　　■どちらかといえば、している

60 80 100

42.8 43.1

38.6 43.2
＋4.1

＋8.7

47.1 41.3

34.3 45.4

学級やグループで課題を設定し、その解決に向けて話
し合い、まとめ、表現する等の学習活動を学ぶ校内研
修を行っている。

小学校
（秋田）

小学校
（全国）

中学校
（秋田）

中学校
（全国）

0 20 40
■よくしている　　■どちらかといえば、している

60 80 100

35.6 55.4

33.3 55.5
＋2.2

＋8.7
35.5 57.0

27.3 56.5

（出典）文部科学省「令和５年度 全国学力・学習状況調査」
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特別支援学校

　子どもたちが一生懸命考えて伝えたり、でき
ることが増えて喜んだりする姿を間近で見て
支援できることに教員としてのやりがいを感じ
ます。子どもたち一人一人の輝きを、共にサポ
ートしましょう。

小林　成輝 教諭特別支援学校

　全校の子どもたちの心身の成長を近くでサ
ポートできることが養護教諭の魅力です。元
気な姿や笑顔が、私の毎日のエネルギーになっ
ています。秋田の子ども達と共に成長しなが
ら、一緒に頑張りましょう。

長谷部　愛佳 養護教諭養 護 教 諭

　私は数学の面白さを多くの生徒に知っても
らいたいという思いから教員を志しました。日
々の授業や生徒指導、部活動指導など試行錯
誤の毎日ですがとてもやりがいを感じています。

木元　優駿 教諭中　学　校

　周りの先生方に支えていただきながら充実
した日々を過ごしています。生徒と共に学び続
け、生徒の成長はもちろん、喜びや悲しみも分
かち合えることが教員の魅力であり、やりがい
です。

村井　　駿 教諭高 等 学 校

　東京都で教員として働いていましたが、秋田
の未来を担う生徒たちを育てたいと思い、地元
に戻ることを決めました。生徒たちと共に、私
自身も成長できるよう日々学び続けています。

有坂　美咲 教諭高 等 学 校

　長く東京都で教員をしていましたが、その経
験を地元の秋田で生かしたいと思い試験を受
けました。自然が豊かな秋田で素直な子ども
たちと学校生活を過ごすことができて幸せな
毎日です。

又井　裕一郎 教諭小　学　校

　教員は、子どもたちの成長を見守り、教える
ことで彼らの未来に少しでも貢献できる素敵
な仕事です。周りの先生方にも支えられなが
ら、子どもと一緒に成長できる日々はとてもや
りがいがあります。

田中　優香里 教諭小　学　校

｢秋田の探究型授業｣の基本プロセス


